チャレンジクラブ授業改善シート記入例
１　日時　２月24日　14：55から15：40　　　　　場所：会議室、運動場
２　指導目標　　　先生が話し出したら先生を見る　　
３　目標提示＋ルールの提示＋行動練習＋賞賛によるフィードバック【5分から10分】

（1）指導目標（2）ルールの提示（3）行動練習の方法（4）フィードバックの方法を記入する。








４　学習チャレンジ【10分】

学習内容と配慮事項，賞賛によるフィードバックの方法を記入する。




５　活動チャレンジ【25分から30分】

	活 動 内 容
	ルールを明確にする手だてや，チーム分け（対抗戦の場合）等を記入する。

	野　球


	・2アウトで行う。走者に直接当ててもアウト。
・2アウト以外は基本的に野球のルールと同じ。

・ボールは柔らかいボール、プラスチック製のバットを使う。

・相手がミスしたり、同じチームの人がアウトになった時は、「どんまい、どんまい」、「次々」などと声をかける。

· チーム分け（チーム力が均等になるよう配慮する。）

Aチーム：　　　　　　　　Bチーム





（1）目標提示





1．目標カードを黒板に貼る


2．目標を音声で伝える








（2）ルールの提示





1．文字カードにした2つのルールを音声で提示する。


2．文字カードを黒板に貼る。





（3）行動練習





1．「見る」のうちわを出す。


2．先生が出した簡単な指示を行うよう指示する。

















（4）賞賛による


フィードバック





先生を見ることが


できたら賞賛をする。





２．先生が出した簡単な指示を行うことができたら賞賛する。


























クイズ3の学習中に


「見る」のうちわを出して、クイズを3問続けて出題する。





行動練習





1．「見る」のうちわを見る。











賞賛による


フィードバック


T1：先生を見ている児童を全体の前で賞賛する。


T2：姿勢へのフィードバックを１分ごとに行う。





具体的な指導方法・配慮事項：


T2は姿勢へのフィードバックを１分ごとに行うが、児童が先生を見る行動に集中できるよう、声かけのフィードバックは最小限にする。背筋が伸びていたら、背筋をポンとタッチするなどボディタッチによる賞賛を行う。








配慮事項：


・全員が先生を見たら、簡単な指示を出すことを伝える。


・Ｂ君を一番最初に褒める。








記入者：田中


　　　　中野
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